
Ⅰ．問題・目的

近年，がんの罹患数が増えている。国立

がん研究センターによると，日本人が一生

のうちにがんと診断される確率は，男性

６５．０％女性５０．２％である。厚生労働省と国

立がん研究センターにより発表された２０１９

年部位別がん罹患数では，男性で最も多い

のが前立腺がん，女性で最も多いのが乳が

んとなっている。これは，身体性別特有の

がんであり，年々心理的支援の必要性が唱

えられている。

初発術後乳がん患者の心理社会的状況の検討
―計量テキストマイニングの分析を通して―
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要 約

本研究の目的は，初発術後乳がん患者を対象として，術前後の心理社会的状況につい

て，面接の手法で詳細に検討し，ポジティブサイコロジー（Strengths）の「強み」に視点

をあてた心理教育プログラムの可能性を検討することである。

研究対象は，X病院に通院している２０歳から６５歳の初発術後乳がん患者２名であった。

予備調査を通して，医療現場では治療者達は患者のネガティブ事象に関心が集中している

ことや，医療従事者達は患者のそのネガティブ事象にコミットしようとしていることが示

唆された。次に，予備調査とフェイスシートを元にして，半構造化面接を実施した。そし

て，対象者への半構造化面接の音声データをテキスト化し，共起ネットワークによる分析

と，対象者の発話がどのような用いられ方をしているかを検討するために，コンコーダン

スから内容分析を行った。その結果，乳がん罹患をきっかけに，他者の援助要請をするこ

とが出来るようになったことや家族や医療従事者から多くのサポートが得られていること

が明らかになった。よって，患者の「強み」に焦点をあてた心理教育プログラムが可能で

あることが示唆された。

【Key Word】乳がん患者，ポジティブサイコロジー，計量テキストマイニング
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１．がん患者に対する心理的支援の現状

１）支援体制

がん医療における心理を専門として扱う

学問として，１９８０年代にサイコオンコロ

ジーが確立されている。渡辺（２０２０）は，

現在インフォームドコンセントの時代であ

るため，がんの告知が進み，がんを宣告さ

れることによる心理的ショックに対するケ

アが重要視されるようになっていることを

明記している。相澤ら（２００８）は，「乳が

んの治療過程には，様々な心理的・身体的

に苦痛が伴うことが報告されている」と述

べている。厚生労働省健康局がん・疾病対

策課では，医師・看護師・薬剤師に加え

て，医療心理に携わる者の配置が望ましい

ことを明記している。平成２８年度の段階

で，専門的ながん医療や相談支援を提供

し，厚生労働大臣が適当と認めているがん

診療連携拠点病院が４３４施設ある。しか

し，その中で，緩和ケアに属する臨床心理

士の配置は２０３施設であることが示されて

いる。がん診療連携拠点病院における医療

心理に携わる者の在籍数は半分以下である

ことが分かる。つまり，支援が必要であり

つつも体制が整いきれていない現状がみら

れる。

２）がん患者の精神的負担

照井ら（２０２２）によると，「子育て中の

がん患者の精神的ケアを検討する必要性は

高い」ことが指摘されている。鈴木

（２００５）によると，先行研究において乳が

ん患者は告知直後から入院までの間，不眠

などの身体的苦痛を伴いながら，うつ反応

などの情緒的苦痛が強いことが明らかにな

った。また，診断後３ヶ月の女性心理状態

は，９％の者にうつ障害があり，２４％の者

はうつ症状が強いとされている。その中

で，渡辺（２０２０）は「心理教育では不確実

な情報を整理し，がんという病気や治療法

について適切な情報を提供し，無用な不安

を軽減」させると述べている。

２．「乳がん 心理教育」に関する文献

しかしながら鈴木（２００５）は，日本にお

ける乳がん患者に対する介入研究が少ない

ことを指摘している。

福井（２００２）らは，乳がん患者を対象に

「欧米で開発された心理社会的グループ介

入の日本における適正の検討」を目的とし

て，日本版に修正した心理社会的グループ

の作成とその検討について研究を行った。

介入内容としては，「�教育，�コーピン
グ技能訓練，�リラクセーション」の３項
目から構成される心理社会的介入を行っ

た。欧米版で指定された修正点をもとに開

発された日本版の心理社会的グループの介

入効果として，「感情状態（POMS）不

安，抑うつ，活気，倦怠感および総合的心

理負担TMDの各スコアにおいてグループ

間に有意な差」が明らかになった。

岡村（２００４）は，欧米で開発された心理

的負担の軽減とコーピングの改善を目的と

してストレス対処法や問題解決法について

の教育，グループ討論，漸進的筋弛緩法で

構成されているものを参考に以下のような

研究を行った。その結果，再発のリスクが

高いと指摘されている術後乳がん患者を対

象に行ったグループ療法では，『介入後は

介入前に比べ，感情状態（POMS）におけ

る「活気」と「総合的心理負担」，コーピ

ング（MAC scale）における前向きな態度
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において有意な改善』が明らかになった。

初再発の乳がん患者を対象に行ったグルー

プ療法では，「感情状態，コーピング，QOL

のいくつかの項目において，介入終了３ヶ

月後に有意な得点の変化」が明らかになっ

た。岡村（２００５）は，がんの告知など心理

的負担感が大きいものの後には「落胆，孤

立感，疎外感，絶望などの通常の心理的な

反応から，抑うつといった専門的な対応が

必要な精神的変調がみられることがある」

ということを指摘している。鈴木（２００５）

は，６５歳以下の初発乳がんで手術適用の女

性患者４０名を対象に，予備調査を基に作成

した心理教育的看護介入プログラムの効果

研究を実施した。プログラム内容として

は，心理・身体状態に関するアセスメン

ト，予測される問題への対処法を一緒に検

討する，教育的支援などで構成されてい

る。プログラム実施時期は，乳がん告知後

１週間前後，術後１週間，退院後２週間，

退院後１ヶ月の計４回の個別介入を実施し

た。その結果，病期Ⅱ期から病期Ⅳ期で

「適用群は非適用群に比べて介入前よりも

介入直後及び介入後１ヶ月で有意な改善ま

たは改善傾向が示された」（鈴木，２００５）

ことが明らかになった。

青木ら（２０１８）は，『「ヨガと心理教育の

プログラム」』という４つのセッションで

構成されているプログラムを，ステージⅢ

までの初発乳がん患者７名と一般成人５名

を対象に合わせて５回実施した。プログラ

ム内容としては，以下の通りである。ヨガ

は「リラックス姿勢，軽いストレッチなど

のウォーミングアップ，呼吸法，アーサナ

（ポーズ）」（青木ら，２０１８）を実施した。

心理教育は「セッション１では病気とスト

レスによる心と体の緊張， 気分転換法，

イメージ法の紹介，セッション２では感情

抑制とストレス，気持ちの伝え方とアサー

ション， セッション３では物事の捉え

方・考え方，思考バランス，セッション４

では問題解決法」（青木ら，２０１８）を行っ

た。その結果，ヨガと心理教育を組み合わ

せた介入が，乳がん患者の抑うつと不安を

低減し，一般成人の不安を低減すること」

（青木ら，２０１８）が明らかになった。Car-

minatti et al．（２０１９）は，ベリーダンスを

用いたプログラムを実施した。その結果，

介入前と介入後で有意差が見られたことに

加えて，自己認識の向上が明らかになっ

た。

近年，欧米を中心にポジティブサイコロ

ジーの視点が広まってきている（安ら，

２０２１）。さらに，ポジティブ心理学の研究

分野の一つとして，「強み（strengths）」

の研究も増えてきている。上述してきた文

献から，ポジティブサイコロジーの視点で

考案されたプログラムは見当たらなかっ

た。ネガティブな事に焦点をあてるだけで

はなく，人間の長所や強みなどポジティブ

な側面に焦点をあてた心理教育プログラム

は有効ではないだろうか。そのためには，

乳がん患者の心理社会状況についてもっと

詳細に検討することが必要であると考え

る。

３．本研究の目的

以上より，初発術後乳がん患者を対象と

して，術前後の心理社会的状況について詳

細に検討し，ポジティブサイコロジー

（Strengths）の視点を含めた心理教育プロ

グラムの可能性を検討することが，目的で
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あった。

Ⅱ．方法

１．予備調査

２０２２年４月９日研究協力者であるがん化

学療法看護認定看護師に予備調査を行っ

た。乳がん患者の心理社会的状況をより理

解することを目的とした。以下のことが収

集され，表１に整理した。表１より，医療

現場では治療者達は患者のネガティブ事象

に関心が集中しており，それにコミットメ

ントしようとしていることが示唆された。

コメントとして，がん化学療法看護認定看

護師自身も，乳がんが患者にとってストレ

スフルなライフイベントであることを強調

していた。

２．本調査

１）調査対象者

・X病院に通院している患者

・２０歳～６５歳

・日本語を母語とする

・初発術後乳がん患者

・術後３年以内

・補助療法として，放射線や化学療法を実

施している

・比較的安定した術後再発していない

調査対象者としては，上記７点の条件を

網羅しかつ半構造化面接による負担が少な

いと判断できた患者を選定した。そのた

め，X病院の乳腺腫瘍センター長及びがん

化学療法看護認定看護師が，症状及び状態

を鑑みて，２名を選定した。

２）半構造化面接時期

２０２２年８月中旬～２０２２年１１月中旬

３）半構造化面接実施場所

X病院の乳腺腫瘍センター内にある面談

室を使用し，対面で実施した。

３．術後の心理社会的背景への半構造化面

接

１）インフォームドコンセント取得の手続

き

半構造化面接対象者に対して，倫理審査

委員会（後述）で承認を得た説明文書を用

いて文書にて同意を得る。同意取得後，許

表１ 予備面接内容の抜粋
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可を取ったうえで，ICレコーダーにて半

構造化面接内容を録音した。また，途中で

研究参加の同意取り消しを行えるように，

同意撤回書も作成した。

２）フェイスシート記入

調査対象者にフェイスシート（表２）を

用いて，診療情報以下のものを記入しても

らった。

・氏名，年齢，性別，職業，趣味，結婚の

有無

・同居世帯の構成成員，身体反応（食欲，

睡眠時間，治療歴，副作用）

３）インタビューガイド

予備調査とフェイスシートを元にして，

以下の項目について半構造化面接を実施す

る。

・ご家族から治療に対して協力を得られて

いますか

・（お子様がいる場合）どのようなことが

心配でしたか

表２ フェイスシート
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・副作用のどんなところが大変でしたか

・治療中は，どのようなお悩みがございま

したか

・現在は，どのようなお悩みがございます

か

先述したように，がん化学療法看護認定

看護師自身も，乳がんが患者にとってスト

レスフルなライフイベントであることを強

調していた。この文脈の中で，ポジティブ

な質問をすることにはリスク（患者からの

反感等）があると判断した。面接の展開の

中で，インタビューアが患者の状態をアセ

スメントしながら，本疾患に罹患したこと

で「よかったこと」を聞いていくという方

針をとった。

４．データの分析方法

全対象者の半構造化面接の逐語録を作成

する。

１）インタビューイの心理社会的背景の分

析方法

計量テキストマイニングのソフトKH―

coder（樋口，２０２１）を採用する。さら

に，分析法の１つである，共起ネットワー

クとKWICコンコーダンスを用いて詳細な

分析を行う。以下にこれらの概要を記載し

ておく。

（１）共起ネットワークとKWICコンコー

ダンス

共起ネットワークに関して，樋口

（２０２１）によると，「出現パターンの似通っ

た語，すなわち共起の程度が強い語を線で

結んだネットワーク」を作成でき，「デー

タ中の特定の部分で多く見られる特徴的な

共起を見つけることもできる」と述べてい

る。中心性とは，樋口（２０１５）によると，

「それぞれの語がネットワーク構造の中で

どの程度中心的な役割を果たしているかを

示すもの」としている。

また，KWICコンコーダンスについて，

分析対象ファイル内で抽出語がどのように

用いられていたのかという文脈を探ること

ができるものである（樋口，２０２１）。

コンコーダンスとは，IT用語辞典

（２０２２）によると，「特定の作品や文献など

において用いられている全ての文字列（単

語）に関して、その文字列が含まれている

テキストや前後の文脈などといった位置情

報に関する索引やメタデータのこと」とさ

れている。

５．倫理的配慮

１）本研究に関与するすべての者は，「世

界医師会ヘルシンキ宣言」（２０１３年１０月改

訂）及び「人を対象とする生命科学・医学

系研究に関する倫理指針」（令和３年文部

科学省・厚生労働省・経済産業省告示第１

号，令 和３年３月２３日，令 和４年３月１０

日一部改正）を遵守して実施する。

２）本研究は，株式会社未来医療研究セン

ター倫理審査委員会より承認（TGE０１９５７

―０６０）を得ている。

３）調査を行うX病院病院長からは，２０２２

年６月１６日付で承認を得ている。

Ⅲ．半構造化面接に対する結果と考察

１．調査対象者のプロフィール

調査対象者２名に記入してもらったフェ

イスシート内容をまとめたものは，以下の

とおりである（表３）。
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１）対象者に関する背景の分析

半構造化面接を実施した対象者Aと対象

者Bごとに，フェイスシート・インタビ

ューガイドを元に行なった半構造化面接の

逐語録を共起ネットワークによる分析を行

なった。

（１）対象者Aの共起ネットワーク

語の最小出現数２回，３回の順に４回ま

でを共起ネットワークによる分析を行なっ

た。５回以降は共起ネットワーク分析が機

能しなかった。その中で，最も中心性の高

い単語の多い，最小出現数２回のものを採

用した（図１）。中心性の高い語として，

表３ 調査対象者のフェイスシート内容

図１ 対象者Aにおける最小出現数２回の共起ネットワーク

－ 55－

ｒｖｅｒ／跡見学園シリーズ／跡見学園女子大学／心理教育相談所紀要　第１９号／藤本／０４９‐０６０　初発術後　皆川 2023.05.22



「仕事」「治療」「悩み」という語が得られ

た。これらの語が，対象者Aの発話でそれ

ぞれどのような用いられ方をしているか

は，Key Word in Context（以下コンコー

ダンス）から引用した。コンコーダンスで

は，前後３０語表示のものと前後５０語表示の

ものを調べ，より情報量が多い前後５０語表

示（表４）を採用した。

（２）対象者Bの共起ネットワーク

語の最小出現数２回，３回の順に４回ま

でを共起ネットワークによる分析を行なっ

た。その中で，最も中心性の高い単語の多

い，最小出現数２回のものを採用した（図

２）。中心性の高い語として，「ほら」「大

丈夫」「一緒」「聞く」という語が得られ

た。これらの語が，対象者Bの発話でそれ

ぞれどのような用いられ方をしているか

は，コンコーダンスから引用した。コン

コーダンスでは，前後３０語表示のものと前

後５０語表示のものを調べ，より情報量が多

い前後５０語表示（表５）を採用した。

２）KWICコンコーダンスによる分析結果

と考察

（１）対象者A

コンコーダンスから示唆されたこととし

て，以下のことがあげられる。

「仕事」では，「今までの自分だったら、

全部自分で仕事の内容とかももうさっさと

やっちゃってた」「もう周りに頼るように

なってきました、ここ最近」「こういう治

療くる時も送り迎えとかも積極的に仕事休

んでくれたり」と語られている。このこと

から，対象者A自身の中で仕事の割合が大

きく，夫からの協力が得られていることや

仕事で周囲に頼ることができるようになっ

表４ 対象者Aのコンコーダンス

仕事 ……（省略）…… ／／
体が不自由すぎて出来ないこと、出来なくなったことが多くなりすぎてたので、ちょっ
と今後の生活がすごい不安でした術後の時。今もだいぶ、洗濯干すのも不便になっちゃ
ったし、仕事しててもなんですか上のものが取れないとか重いもの持てないって結構不
便さは感じてます。……（省略）……／／
……（省略）……自分から、もう出来ないものはもうこれ出来ないから、ちょっとやっ
てくださいって頼むようになりました。今までの自分だったら、全部自分で仕事の内容
とかももうさっさとやっちゃってた／／
……（省略）……もう自分でもう無理だと思うことは、もう周りに頼るようになってき
ました、ここ最近。／／

治療 はい。得られてます。こういう治療くる時も送り迎えとかも積極的に仕事休んでくれた
り。入院する時とか。治療で入院、離れるのが無かったので、入院の時はすごい心配で
した。ずっと／／
……（省略）……ずっと私寝るのも２人で寝てたので、そのね、寝つかせるのもとか心
配だった。／／

悩み なんか胃がおかしいなって感じで、なんか気分も乗らないみたいなことがここ最近です
ね。回数を重ねると、ちょっとなんて言うんですかね。なんか増えてきたかなって感じ
ます。……（省略）……／／
……（省略）……術後、悩み、術後は悩み的なものはあんまり、体が不自由すぎて出来
ないこと、出来なくなったことが多くなりすぎてたので、ちょっと今後の生活がすごい
不安でした術後の時。今もだいぶ、洗濯干すのも不便／／
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たことなど，よい変化があったことが窺え

る。

「治療」では，「離れるのが無かったの

で、入院の時はすごい心配でした。ずっ

と」「寝つかせるのもとか心配だった」と

語られている。このことから，治療におけ

る不安感は対象者A自身のものではなく子

どもに関するものであり，対象者Aの中で

家族の比重も大きいことが推察される。

「悩み」では，「出来なくなったことが多

くなりすぎてたので、ちょっと今後の生活

がすごい不安でした術後」「気分も乗らな

いみたいなことがここ最近」と語られてい

る。

このことから，術後などの治療開始当初

は身体面からくる生活における不自由さを

大きく感じ，治療回数を重ねるごとに「気

分も乗らない」などの心理的負担感が生じ

る頻度が高くなっていることが推察され

る。

（２）対象者B

「大丈夫」は，「うんなんとかでも大丈

夫」「自分で納得して」「自分の体が大丈夫

だろう、平気だろうなんて思わずに検診を

ちゃんと受ける」と語られた。このことか

ら，同じ「大丈夫」でも，「うんなんとか

でも大丈夫」という結果論的な視点で発言

図２ 対象者Bにおける最小出現数２回の共起ネットワーク
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されているものと「自分の体が大丈夫だろ

う、平気だろうなんて思わずに検診をちゃ

んと受ける」という後悔を含めて発言され

ているものがある。

「聞く」は，「自分たちだけで聞いている

だろう」「説明のあれを聞きに」「色んな面

で聞けばちゃんと教えてくれるし」「なん

でわからなかったの」「ちょっと聞かれた

のがちょっと辛かった」と語られた。この

ことから，「ちょっと聞かれたのがちょっ

と辛かった」以外で用いられている「聞

く」は，医療従事者に乳がんに関する説明

を聞くことを目的として用いられている。

「ちょっと聞かれたのがちょっと辛かっ

た」からは，乳がんを切除した患者にとっ

て乳がんに関する質問全般，侵襲性が高く

表５ 対象者Bのコンコーダンス

大丈夫 ……（省略）……／／
……（省略）……どこがあれなのかなと思いながら、でも先生とかに写真撮ってもらっ
てこういう感じだよっていうのを見て、あ、じゃあ大丈夫みたい、自分で。傷がひど
い、どうのこうのじゃなくて、自分で納得して、あだから、この痛みが出てるんだと
か、そういうのがちょっとわかったような感じ。これは抗／／
ですよ。それで子宮がんの方じゃあ、ついでに乳がんも調べてみようみたいな感じで、
検査を受けたら、子宮がんはなんともなくて乳がんの方だったんですよ。やっぱりもう
少しあの自分の体が大丈夫だろう、平気だろうなんて思わずに健診をちゃんと受ける。
良かったかな。……（省略）……／／

一緒 ……（省略）……ああ、なんかね、息子に言うのがちょっと辛かったかな。それは辛か
った、言いづらかった。言いづらかった。でも旦那は、ほら、一緒に暮らしてるからや
っぱりそれはちゃんと伝えなきゃいけないから。その１人しかいないから、やっぱりど
うして良いかな、なんて思いながら。そう、でも、うんなんとかでも大丈夫で。うん、
あの一緒にやっぱり息子な／／
は、ほら、一緒に暮らしてるからやっぱりそれはちゃんと伝えなきゃいけないから。そ
の１人しかいないから、やっぱりどうして良いかな、なんて思いながら。そう、でも、
うんなんとかでも大丈夫で。うん、あの一緒にやっぱり息子なんかは、あの、あの、自
分だけで聞いているんだろうとかって言って、説明のあれを聞きに来たり、病院にして
ました。／／

聞く ……（省略）……その１人しかいないから、やっぱりどうして良いかな、なんて思いな
がら。そう、でも、うんなんとかでも大丈夫で。……（省略）……／／
……（省略）……うんなんとかでも大丈夫で。うん、あの一緒にやっぱり息子なんか
は、あの、あの、自分だけで聞いているんだろうとかって言って、説明のあれを聞きに
来たり、病院にしてました。まだほら、そんなにあれしてないんですけど、やっぱり傷
がっていうか、手術の後、自分で見れないじゃない／／
……（省略）……症状的にはうん。なんとも。悩みって言っても任せるしかないから。
あのでも、あの皆さんがすごい、あの対応が優しいっていうか、そうあの色んな面で聞
けばちゃんと教えてくれるし、こうなりますよこうなりますよみたいな感じでも言って
くれるし、色々こっちが不安に思ってることも、うん、あの教えてくれるんで。……
（省略）……／／
で見つけられなかったのもそうなんだけど、周りがなんか、なんでわかんなかったのっ
て言われるのが多いんですよ、よく。わかんなかったからこんなんだけど、うんそうや
って、ちょっと聞かれるのがちょっと辛かった部分ってありましたね。自分で見つけら
れなかった。遅かったっていうのもあるんだろうけど、なんで触ってわかんなかったの
って言われるのが多かったですね。やっぱり／／
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なることが推察される。

「ほら」は，対象者Bの口癖であるので

はないかと考察した。

Ⅳ．総括

１．対象者AとBの面接を通して

半構造化面接冒頭ではあまり自分自身の

ことについて語られることが少なかった

が，半構造化面接終盤には対象者A自身の

感情面についても語られた。また，夫から

の協力が得られていることや仕事で周囲に

頼ることができるようになったことなど，

よい変化があった。対象者Bの面接でも，

家族や専門職である医療従事者から多くの

サポートを得られている。これらのことか

ら ， ポ ジ テ ィ ブ サ イ コ ロ ジ ー

（strengths）の視点で構成された，患者自

身の「強み」に焦点をあてる心理教育の実

施可能性は高いと考えられる。

また，対象者Bに関しては，乳がん罹患

に対して「なんでわからなかったの」と聞

かれたことがストレスになっていた。その

ため，侵襲性に配慮しながらサイコエデュ

ケーションを行うことが必要になっていく

ことが考えられる。このことから，乳がん

のようなハードな人生ストレッサーを体験

した人は，一時でも，病気のことを忘れら

れるようなワークが非常に重要なことであ

ると考えられる。I．問題と目的で紹介し

たヨガやベリーダンスもこの類と理解する

のが適切かもしれない。

２．今後への活用

今回の対象者は初発術後乳がん患者であ

った。また，７点の条件を網羅しかつ半構

造化面接による負担が少ないと判断できた

患者を選定している。プログラム案を実施

する際には，参加者としての乳がん患者の

心理的状況や実施時期について慎重に検討

する必要性があげられるだろう。乳がん罹

患によって，大きな人生の岐路にたたされ

た患者も少なくないことが推察される。そ

のため，プログラムに取り組むことによ

り，新たな苦痛を与えてしまう可能性も考

慮し，強い抵抗感を感じた際には受けなく

ても問題ないことを教示しながら，プログ

ラム実施者が慎重に判断し進めていくこと

が求められる。

３．本研究の限界

本研究の限界としては，ポジティブサイ

コロジー（strengths）の「強み」の視点

を含む心理教育プログラムを作成し，その

効果を実際に検討していないことが挙げら

れる。また，初発術後乳がん患者のみを対

象とした。そのため，初発術前時，再発時

の患者への心理教育プログラムの作成及び

その効果の研究も必要であろう。
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